
全 国 市 議 会 旬 報 第 2285 号（1）令和 6年 12月 15日号

令和6年
（２０24年）
毎月３回５の日に発行

発行　全国市議会議長会

12月15日

〒１０２-００９３
東京都千代田区平河町2-4-2
代表 TEL	 ０３ （３２６２） 5234
旬報 TEL	 ０３ （３２６２） 5237
発行人　宮 地　　 毅
https://www.si-gichokai.jp 議長会HP

2257・8全国
市議会旬報

第 号2285
ぜんこくしぎかいじゅんぽう

政
府
の
「
地
方
創
生
に
関

す
る
地
方
六
団
体
と
の
意
見

交
換
会
」
が
12
月
６
日
、
都

内
で
開
催
さ
れ
、
本
会
か
ら

は
坊
恭
寿
会
長
（
神
戸
市
会

議
長
）
が
出
席
。
伊
東
良
孝

地
方
創
生
担
当
、
新
し
い
地

方
経
済
・
生
活
環
境
創
生
担

当
大
臣
に
対
し
、
東
京
一
極

集
中
の
是
正
や
一
般
財
源
総

地方創生に関する地方六団体との意見交換会地方創生に関する地方六団体との意見交換会

伊東地方創生相に要望坊 会 長東 京 一 極 集 中 是 正
一 般 財 源 総 額 確 保

意見陳述する坊会長 伊東地方創生担当、新しい地方経済・生活環境創生担当大臣

額
の
充
実
確
保
な
ど
に
つ
い

て
要
望
し
た
。

意
見
交
換
会
で
は
、
伊
東

大
臣
、
村
井
嘉
浩
全
国
知
事

会
長
（
宮
城
県
知
事
）
か
ら

の
あ
い
さ
つ
の
後
、
内
閣
官

房
事
務
局
が
▽
令
和
６
年
度

補
正
予
算
、
令
和
７
年
度
概

算
要
求
及
び
税
制
改
正
要
望

▽
地
方
創
生
２・０
―
に
つ

い
て
説
明
し
た
。

続
い
て
、
坊
会
長
は
じ
め

地
方
六
団
体
の
代
表
が
要
望

陳
述
を
行
っ
た
。
坊
会
長
は

▽
地
方
創
生
の
着
実
な
推
進

▽
地
方
税
財
源
の
充
実
確
保

▽
厚
生
年
金
へ
の
地
方
議
会

議
員
の
加
入
―
に
つ
い
て
意

見
陳
述
し
、
国
の
対
応
を
求

め
た
。

会
長
発
言
要
旨

会
長
発
言
要
旨

▽
地
方
創
生
の
着
実
な
推
進

地
方
創
生
の
推
進
に
関
す

る
新
た
な
基
本
構
想
の
策
定

に
当
た
っ
て
、
東
京
一
極
集

中
の
是
正
の
実
現
と
と
も
に
、

関
係
予
算
を
安
定
的
に
確
保

し
、
具
体
的
か
つ
実
効
性
の

あ
る
取
組
と
す
る
こ
と
。

人
事
院
勧
告
を
受
け
て
公

務
員
の
地
域
手
当
を
都
道
府

県
単
位
に
広
域
化
す
る
方
針

と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
保

育
・
介
護
等
の
福
祉
人
材
等

の
処
遇
に
地
域
格
差
が
生
じ

て
東
京
一
極
集
中
の
加
速
が

懸
念
さ
れ
る
た
め
、
地
方
の

人
材
確
保
に
支
障
が
生
じ
な

い
よ
う
必
要
な
措
置
を
行
う

こ
と
。

▽
地
方
税
財
源
の
充
実
確
保

地
方
財
政
の
歳
出
の
伸
び

を
十
分
確
保
し
た
上
で
地
方

税
・
地
方
交
付
税
等
の
一
般

財
源
総
額
を
充
実
確
保
す
る

こ
と
。

「
１
０
３
万
円
の
壁
」の
議

論
の
際
、
自
治
体
の
財
政
に

影
響
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
慎
重
に
検
討
す
る
こ
と
。

▽
厚
生
年
金
へ
の
地
方
議
会

議
員
へ
の
加
入

人
口
減
少
に
よ
る
地
方
の

衰
退
と
い
う
難
局
を
乗
り
越

え
る
た
め
に
も
、
地
方
議
会

議
員
の
質
を
高
め
る
こ
と
が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る

一
方
、
次
の
統
一
地
方
選
挙

ま
で
に
３
分
の
１
を
超
え
る

町
村
議
会
が
無
投
票
当
選
と

な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
な

ど
議
員
の
な
り
手
不
足
が
深

刻
化
し
て
お
り
、
そ
の
解
消

の
た
め
に
も
、
就
業
者
の
９

割
を
占
め
る
被
用
者
が
議
員

に
転
身
す
る
際
に
家
族
や
老

後
の
心
配
な
く
立
候
補
で
き

る
よ
う
厚
生
年
金
へ
の
地
方

議
会
議
員
の
加
入
を
実
現
す

る
こ
と
。

孤
独
・
孤
立
問
題
特
別
委
員
会

孤
独
・
孤
立
問
題
特
別
委
員
会

有
識
者
等
と
の
意
見
交
換
会

有
識
者
等
と
の
意
見
交
換
会

3 ～ 8 面
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森山自民党幹事長（左から2人目）に要望 冨樫総務副大臣（左から2人目）に要望

あかま自民党地方議会ＰＴ事務局長（右から2人目）に要望 佐藤自民党地方行政調査会長（左から2人目）に要望

島尻自民党総務部会長（右から2人目）に要望 小野寺自民党政務調査会長（右から2人目）に要望

本
会
の
坊
恭
寿
会
長

（
神
戸
市
）、
全
国
都
道
府

県
議
会
議
長
会
の
山
本
徹

会
長
（
富
山
県
）、
全
国

町
村
議
会
議
長
会
の
松
野

唱
平
理
事
（
千
葉
県
長
南

町
）
は
12
月
6
日
、
総
務

省
及
び
自
由
民
主
党
の
要

職
に
対
し
、
三
議
長
会
で

決
定
し
た
「
厚
生
年
金
へ

の
地
方
議
会
議
員
の
加
入

を
求
め
る
決
議
」
を
踏
ま

え
て
要
望
し
た
。

冒
頭
、
山
本
会
長
は
、

厚
生
年
金
制
度
が
国
・
自

治
体
・
民
間
で
も
適
用
対

象
が
拡
大
さ
れ
、
短
時
間

労
働
者
で
も
加
入
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
や
、

坊会長ら三議長会代表 総務省・与党へ要望活動坊会長ら三議長会代表 総務省・与党へ要望活動
厚生年金への地方議員の加入

厚
生
年
金
の
更
な
る
適
用

拡
大
へ
向
け
た
法
案
が
来

年
の
通
常
国
会
へ
提
出
さ

れ
る
と
の
報
道
が
な
さ
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま

え
、
会
社
員
等
が
地
方
議

員
に
転
身
し
て
も
切
れ
目

な
く
厚
生
年
金
の
適
用
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
同
制
度
へ
の
加
入
に

つ
い
て
早
急
に
検
討
す
る

よ
う
求
め
た
。

坊
会
長
は
、
全
国
市
議

会
議
長
会
と
し
て
の
こ
れ

ま
で
の
要
望
活
動
及
び
厚

生
年
金
へ
の
地
方
議
員
の

加
入
を
求
め
る
市
区
議
会

の
意
見
書
の
可
決
状
況
に

つ
い
て
説
明
。
就
任
当

時
、
意
見
書
の
可
決
割
合

は
全
国
の
市
区
議
会
の

46
％
程
度
だ
っ
た
が
、
未

可
決
・
未
提
出
の
市
区
議

会
に
意
見
書
の
提
出
を
働

き
か
け
た
結
果
、
現
在
は

6
割
を
上
回
る
状
況
で
あ

る
こ
と
を
報
告
。
今
後
は

都
道
府
県
議
会
、
町
村
議

会
と
同
様
に
7
割
を
目
指

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
と

述
べ
た
。

【要望先（敬称略）】
冨 樫 博 之	 　総務副大臣
森 山　  𥙿	 　自由民主党幹事長
小野寺五典	 　同党政務調査会長
島尻安伊子	 　同党総務部会長
佐 藤 信 秋	 　同党地方行政調査会長
あかま二郎	 　同党地方議会の課題に
	 　関するＰＴ事務局長
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新
庁
舎
落
成

▽
三
好
市
（
徳
島
県
）

〒
７
７
８
―
８
５
０
１

三
好
市
池
田
町
サ
ラ
ダ

１
６
１
０
―
１

電
話
番
号
、
フ
ァ
ク
ス
番
号

は
変
更
な
し

※
新
住
所
は
１
月
14
日
か
ら

議
場
は
フ
ル
フ
ラ
ッ
ト
構

造
で
、絨
毯
に
は
市
の
鳥「
メ

ジ
ロ
」
と
市
の
花
「
サ
ギ
ソ

ウ
」
を
あ
し
ら
っ
て
い
る
。

議場
（写真提供＝三好市）

三好市役所新庁舎
（写真提供＝三好市）

令
和
6
年
度
「
社
会
的
な

孤
独
・
孤
立
問
題
に
関
す
る

特
別
委
員
会
」（
委
員
長
＝

藤
澤
進
一
江
戸
川
区
議
会
議

長
）
は
11
月
19
日
、
東
京
・

Ａ
Ｐ
新
橋
で
有
識
者
等
と
の

意
見
交
換
会
（
第
２
回
委
員

会
）
を
開
催
。
来
年
２
月
予

定
の
国
へ
の
要
望
・
提
言
の

取
り
ま
と
め
に
向
け
、
講
演

と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
っ
た
。

は
じ
め
に
、
中
央
大
学

法
学
部
の
宮
本
太
郎
教
授

が
「
な
ぜ
い
ま
孤
独
・
孤
立

対
策
か　
基
礎
自
治
体
の
役

割
」と
題
し
て
講
演
し
た（
４

～
５
面
）。

続
い
て
行
わ
れ
た
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
宮
本
教
授
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
、
山
形
市
及

び
名
張
市
の
孤
独
・

孤
立
対
策
担
当
者
に

加
え
、
支
援
法
人
の

代
表
者
ら
か
ら
な
る

４
名
の
パ
ネ
リ
ス

ト
（
氏
名
及
び
役
職

名
は
右
下
掲
）
が
そ

れ
ぞ
れ
事
例
紹
介
を

行
い
、「
孤
独
・
孤
立

対
策
に
お
け
る
基
礎

自
治
体
の
役
割
」
を

テ
ー
マ
に
意
見
交
換

し
た（
６
～
８
面
）。

有識者等との意見交換会（第２回委員会）の模様

孤
独・孤
立
問
題
特
別
委
員
会

孤
独・孤
立
問
題
特
別
委
員
会

有
識
者
等
と
の
意
見
交
換
会

有
識
者
等
と
の
意
見
交
換
会

各
市
の
取
組
事
例
を
共
有・議
論

現地調査（鳥取市）の模様

社 会 的 な 孤 独・孤 立 問 題 に 関 す る 社 会 的 な 孤 独・孤 立 問 題 に 関 す る 
特別委員会 有識者等との意見交換会特別委員会 有識者等との意見交換会

令
和
6
年
度
「
社
会
的

な
孤
独
・
孤
立
問
題
に
関

す
る
特
別
委
員
会
」
は
11

月
25
日
、
副
委
員
長
市
で

あ
る
鳥
取
市
に
お
い
て
現

地
調
査
を
行
っ
た
。

当
日
は
、
鳥
取
市
総
務

部
人
権
政
策
局
の
谷
口
恭

子
局
長
兼
人
権
推
進
課
長

及
び
同
局
の
川
口
寿
弘
次

長
兼
中
央
人
権
福
祉
セ
ン

タ
ー
所
長
が
「
麒
麟
の
ま

ち
圏
域
に
お
け
る
孤
独
・

孤
立
対
策
」
と
題
し
、
鳥

取
市
の
孤
独
・
孤
立
対
策

に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た

の
ち
、
質
疑
応
答
を
行
っ

た
。
詳
報
は
後
日
掲
載
。

鳥
取
市
で
現
地
調
査

孤
独・孤
立
特
別
委

孤
独・孤
立
特
別
委

▼
議
長

▽
東
温	

亀
田
尚
之（
11・19
）

▽
伊
賀	

赤
堀
久
実（
11・22
）

▽
雲
南	

松
林
孝
之（
11・28
）

▽
匝
瑳	

行
木
光
一（
11・29
）

▽
飯
山	

上
松
永
林（
12・2
）

▽
伊
勢	

浜
口
和
久（
12・3
）

▽
観
音
寺	

豊
浦
孝
幸（
12・3
）

▽
つ
く
ば	

黒
田
健
祐（
12・5
）

▽
恵
那	

鵜
飼
伸
幸（
12・5
）

▽
丹
波	

谷
水
雄
一（
12・5
）

▽
橿
原	

細
川
佳
秀（
12・6
）

▽
伊
佐	

福
本
千
枝
子（
12・6
）

▽
坂
東	

渡
辺
利
男（
12・12
）

▼
副
議
長

▽
東
温	

丹
生
谷
美
雄（
11・19
）

▽
伊
賀	

福
村
教
親（
11・22
）

▽
雲
南	

原　
祐
二（
11・28
）

▽
匝
瑳	

都
祭
広
一（
11・29
）

▽
伊
勢	

辻　
孝
記（
12・3
）

▽
観
音
寺	

井
下
尊
義（
12・3
）

▽
丹
波	

須
原
弥
生（
12・5
）

▽
南
国	

山
中
良
成（
12・6
）

▽
伊
佐	

星
野
元
興（
12・6
）

▽
八
幡
浜	

西
山
一
規（
12・11
）

▽
坂
東	

青
木
浩
美（
12・12
）

▼
事
務
局
長

▽
勝
山	

寳
珍
伸
一
郎（
4・1
）

▽
広
島	

松
坂
康
雄（
4・1
）

議
会
人
事

講  演
 「なぜいま孤独・孤立対策か 基礎自治体の役割」

宮本 太郎 氏	 中央大学法学部教授
講　師

パネルディスカッション

「孤独・孤立対策における基礎自治体の役割」

宮本 太郎 氏	 中央大学法学部教授

鈴木 伸治 氏	 山形市福祉推進部次長（兼）
		  生活福祉課長
桂山奈緒子 氏	 認定NPO法人フローレンス
		  みらいのつながりはぐくむ事業部
		  マネージャー
柴垣 維乃 氏	 名張市地域包括支援センター長
早瀬    昇 氏	 社会福祉法人 大阪ボランティア協会
		  理事長

コーディネーター

パネリスト
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日
本
の
人
口
が
1
億
人
を

超
え
た
の
は
１
９
６
７
年
で
、

現
役
世
代
と
高
齢
世
代
の
人

口
の
比
率
は
約
10
対
1
の
状

況
だ
っ
た
。

我
が
国
の
人
口
は
減
少
局

面
を
迎
え
て
い
る
が
、
社
会

保
障
人
口
問
題
研
究
所
で
は
、

２
０
５
３
年
に
日
本
の
人
口

は
1
億
人
を
切
り
、
現
役
世

代
と
高
齢
世
代
の
比
率
は
１

対
１
に
な
る
と
見
込
ん
で
い

る
。現

在
の
単
身
世
帯
・
単
独

世
帯
は
、配
偶
者
と
死
別・離

別
し
て
子
ど
も
や
孫
が
い
る

ケ
ー
ス
が
多
い
が
、
同
研
究

所
の
推
計
で
は
２
０
５
０
年

に
単
独
世
帯
が
44
％
と
な
り
、

こ
の
う
ち
未
婚
の
ま
ま
単
身

と
な
る
高
齢
男
性
の
割
合
が

60
％
に
も
上
り
、
未
婚
で
身

寄
り
の
な
い
高
齢
者
が
溢
れ

か
え
る
状
況
と
な
る
。

近
年
、
企
業
の
ス
キ
マ
バ

イ
ト
の
登
録
者
数
が
増
大
し
、

最
大
手
企
業
で
は
登
録
者
数

が
9
０
０
万
人
を
超
え
て
い

る
が
、
こ
の
よ
う
な
働
き
方

は
、
つ
な
が
り
を
つ
く
っ
て

い
く
こ
と
が
非
常
に
難
し
い

ば
か
り
か
、
人
か
ら
認
め
ら

れ
て
力
を
伸
ば
し
て
い
こ
う

と
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
も

湧
か
ず
、
何
を
拠
り
所
に
生

き
て
い
く
の
か
わ
か
ら
な
い

ま
ま
、
働
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
状
況
に
な
っ
て
し
ま
う
。

こ
の
結
果
、
支
え
る
側
と

目
さ
れ
る
現
役
世
代
の
つ
な

が
り
が
根
本
的
に
欠
落
し
、

支
え
る
力
を
発
揮
す
る
こ
と

自
体
が
難
し
く
な
り
、
こ
の

よ
う
な
孤
独
・
孤
立
の
広
が

り
は
「
1
人
の
現
役
世
代
が

1
人
の
高
齢
者
を
支
え
る
」

い
わ
ゆ
る
肩
車
型
社
会
の
構

図
す
ら
難
し
く
な
っ
て
い
く

こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

⑴
　
社
会
の
か
た

ち
の
変
化
―
地
縁
・

血
縁
の
縮
小
、
雇

用
変
容
、
長
命
化

地
縁
・
血
縁
の
縮

小
は
以
前
よ
り
言

わ
れ
て
い
る
が
、
特

に
都
市
部
で
は
会

社
を
基
礎
と
す
る
社
会
的
な

つ
な
が
り
（
会
社
の
縁
）
が

強
く
な
り
、
社
縁
が
地
縁
・

血
縁
を
吸
収
す
る
よ
う
な
形

で
肥
大
化
し
て
い
っ
た
。
同

じ
会
社
で
出
会
い
、
結
婚
す

る
割
合
が
圧
倒
的
に
多
か
っ

た
が
、
非
正
規
化
の
雇
用
形

態
が
進
み
、
社
縁
そ
の
も
の

が
流
れ
解
散
状
態
と
な
り
、

そ
の
よ
う
な
縁
も
生
ま
れ
て

こ
な
い
状
況
で
あ
る
。

ま
た
、
男
性
の
平
均
寿
命

は
１
９
７
０
年
ま
で
は
70
歳

に
達
し
て
い
な
か
っ
た
が
、

こ
の
50
年
で
激
変
し
、
単
独

世
帯
も
急
増
し
、「
身
寄
り

の
な
い
」
単
独
世
帯
に
変
質

し
つ
つ
あ
る
。

⑵
　
制
度
の
あ
り
方
と
社
会

の
ギ
ャ
ッ
プ

こ
れ
ま
で
の
日
本
の
社
会

は
、
会
社
と
家
族
が
非
常

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

お
り
、
会
社
は
単
に
稼
ぐ
と

こ
ろ
で
は
な
く
人
生
の
一
切

合
切
の
面
倒
を
見
る
側
面
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
介
護
や
育

児
が
母
親
任
せ
に
さ
れ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
そ
の
分
、
会

社
と
家
族
の
外
の
公
的
、
民

間
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト

が
弱
か
っ
た
。

そ
う
し
た
中
で
、
地
縁
・

血
縁
が
縮
小
し
、
そ
れ
を
吸

収
し
た
社
縁
も
流
れ
解
散
状

態
に
な
っ
て
し
ま
い
、
こ
こ

を
カ
バ
ー
す
る
サ
ポ
ー
ト
が

非
常
に
弱
い
状
況
で
、
こ
れ

に
加
え
て
、
社
会
全
体
と
し

て
徹
底
的
に
あ
ら
ゆ
る
局
面

で
身
元
証
明
、
保
証
人
を
求

め
ら
れ
る
状
況
で
あ
る
。
現

実
に
は
身
元
が
な
い
人
が

第
２
の
デ
フ
ァ
ク
ト
（
事

実
上
の
）
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

と
言
わ
れ
始
め
て
い
る
が
、

２
０
５
０
年
に
は
身
元
が
な

く
て
当
た
り
前
と
い
わ
れ
る

こ
と
が
第
１
の
デ
フ
ァ
ク
ト

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
り
か
け

て
い
る
。

⑶
　
文
化
的
背
景

日
本
の
他
人
と
の
関
係
を

大
事
に
す
る
と
い
う
文
化
的

な
背
景
は
、
非
常
に
良
い
面

だ
と
思
う
。
日
本
人
に
と
っ

て
は
、
宗
教
的
な
神
様
と
い

う
よ
り
は
、
他
人
の
視
線
が

自
分
の
行
動
を
律
す
る
、
他

人
の
視
線
の
総
和
が
自
分
に

と
っ
て
神
様
的
な
位
置
に
あ

る
。
そ
れ
が
故
に
他
人
と
の

関
係
を
非
常
に
気
に
し
て
、

そ
れ
を
大
事
に
し
よ
う
と
す

孤独・孤立が急速な勢いで孤独・孤立が急速な勢いで
広がっている３つ要因 広がっている３つ要因 

「
つ
な
が
り
」や

「
絆
」
は
、あ
る
場

合
は
幸
福
度
を
大

き
く
引
き
上
げ
る

幸
福
の
源
で
あ
る

が
、
凄
く
苦
手
な

人
も
お
り
、
そ
こ

で
の
活
動
が
「
凄

く
嫌
」
と
感
じ
て

も
、
無
理
に
繋
が
ら
な
く
て

は
い
け
な
い
場
合
は
、
ス
ト

レ
ス
の
最
大
の
要
因
に
も
な

る
た
め
、「
つ
な
が
り
」
や

「
絆
」
は
、両
義
的
で
対
応
が

難
し
い
。

孤
独
を
巡
る
気
持
ち
の
在

り
様
は
、
▽
一
人
で
幸
福
・

孤
高
▽
一
人
で
つ
ら
い
・
孤

立
▽
つ
な
が
り
が
つ
ら
い
・

疎
外
―
の
３
つ
の
パ
タ
ー
ン

宮本 太郎 氏
1958年東京都生まれ。中央大学大学
院法学研究科修了後、北海道大学
法学部教授などを経て、2013年より現
職。福祉政治論専攻。現在、地域共
生社会の在り方検討会議・座長、社会
保障審議会・生活困窮者自立支援及
び生活保護部会委員、内閣府孤独・
孤立対策に関する有識者会議構成
員、などつとめる。

孤独・孤立は地域の活力を奪う孤独・孤立は地域の活力を奪う
孤独・孤立解消は自治体の多孤独・孤立解消は自治体の多
様な政策達成のための土壌様な政策達成のための土壌

れ
ば
す
る
ほ
ど
、
そ
の
関
係

に
神
経
を
使
い
過
ぎ
て
、
関

係
を
作
る
の
が
怖
く
な
っ
て

し
ま
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。
非

常
に
他
人
の
こ
と
を
気
に
し

て
お
り
、
良
い
関
係
を
作
り

た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
慎

重
に
な
り
す
ぎ
て
そ
の
関
係

が
で
き
な
い
と
い
う
大
変
皮

肉
な
状
況
が
広
が
っ
て
い
る
。

中央大学法学部教授中央大学法学部教授
宮 本 太 郎宮 本 太 郎  氏氏
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特別委員会 有識者等との意見交換会特別委員会 有識者等との意見交換会

なぜいま孤独・孤立対策かなぜいま孤独・孤立対策か
基礎自治体の役割基礎自治体の役割

講　演
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だが、これまで孤独・孤立を解消させる取り組み
それ自体はあまり評価されることがなかった

孤独・孤立は地域の活力を奪う（逆に言えば）孤独・
孤立解消は自治体の多様な政策達成のための土壌

孤独・孤立の解消
（社会関係資本）

に
分
類
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
関
係
が
非
常
に
複
雑
な

た
め
、
対
応
が
困
難
。「
孤

立
」「
疎
外
」
の
２
つ
の
パ

タ
ー
ン
を
孤
独
と
呼
ぶ
。

つ
な
が
り
が
つ
ら
い
場
合
、

良
い
つ
な
が
り
を
用
意
す
れ

ば
解
決
す
る
問
題
で
は
な
く
、

そ
の
場
所
が
「
こ
こ
で
認
め

ら
れ
た
い
、
頑
張
り
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
に
な
れ
る
か

だ
が
、
当
事
者
も
よ
く
分
か

ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
ど

の
よ
う
に
働
き
か
け
、
場
を

用
意
す
れ
ば
い
い
の
か
と
い

う
こ
と
が
難
し
い
。

孤
独・孤
立
対
策
は
、地
域

が
直
面
し
て
い
る
諸
問
題
に

取
り
組
み
、
そ
れ
を
解
決
す

る
う
え
で
様
々
な
人
が
つ
な

が
っ
て
い
き
、
そ
の
こ
と
を

通
し
て
改
善
さ
れ
て
い
く
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
。

孤
独・孤
立
対
策
と
い
う
単

一
の
事
業
と
い
う
よ
り
は
、省

庁
の
様
々
な
事
業
を
各
自
治

体
で
ユ
ニ
ー
ク
な
形
で
組
み

内
閣
府
の
孤
独
・

孤
立
対
策
担
当
室
の

所
管
で
孤
独
・
孤
立

に
関
す
る
施
策
の
推

進
を
図
る
た
め
の
重

点
計
画
が
策
定
さ
れ
、

4
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

孤
独
・
孤
立
は
恥
ず
か
し

い
こ
と
で
、
自
分
は
「
孤
高
」

で
「
孤
独
」
で
は
な
い
と
思

い
た
い
状
況
の
中
で
、
声
を

あ
げ
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

ど
の
よ
う
に
実
現
す
る
か
。

山
形
市
と
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
の

連
携
で
Ａ
Ｉ
を
駆
使
し
た
相

談
事
業
の
事
例
が
相
当
す
る
。

名
張
市
の
「
ま
ち
の
保
健

室
」
は
、
孤
独
・
孤
立
対
策

の
看
板
、
困
窮
者
支
援
、
障

害
者
支
援
の
看
板
も
な
く
、

合
わ
せ
て
、地
域
の
つ
な
が
り

を
豊
か
に
し
て
、そ
の
こ
と
を

通
し
て
各
事
業
が
進
捗
す
る

よ
う
に
条
件
づ
く
り
を
し
て

い
く
。
こ
こ
が
孤
独・孤
立
対

策
だ
と
思
う
。
そ
の
際
、自
治

体
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
非

常
に
重
要
で
、自
治
体
単
独
と

い
う
よ
り
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
営
利

事
業
も
入
っ
て
、住
民
自
身
を

こ
の
よ
う
な
取
組
に
巻
き
込

む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

内
閣
府
の
孤
独
・
孤
立
対

策
は
、
こ
う
し
た
全
体
の
総

合
調
整
を
行
う
に
と
ど
ま

り
、
独
自
の
予
算
も
あ
る

が
、
孤
独
・
孤
立
対
策
の
財

源
は
、
基
本
的
に
は
各
省
庁

の
様
々
な
事
業
の
財
源
を
自

治
体
独
自
で
組
み
合
わ
せ
、

相
乗
効
果
を
発
揮
さ
せ
て
い

く
こ
と
で
、
自
治
体
単
独
で

は
な
く
、
企
業
、
住
民
と
の

連
携
が
重
要
で
あ
る
。

保
健
室
や
健
康
の
相
談
と
い

う
こ
と
が
良
い
響
き
で
、
多

く
の
人
達
が
敷
居
の
高
さ
を

感
じ
ず
に
来
て
く
れ
る
た
め

に
は
ベ
ス
ト
で
は
な
い
か
。

学
校
の
保
健
室
で
様
々
な
悩

み
を
聴
い
て
く
れ
た
感
覚
で

各
地
域
で
こ
の
よ
う
な
駆
け

込
み
寺
を
作
っ
て
い
く
、
そ

ん
な
発
想
が
名
張
市
の
事
例

か
ら
湧
い
て
く
る
。

「
場
」、「
つ
な
が
り
」、「
絆
」

は
非
常
に
両
義
的
で
、
そ
の

人
を
元
気
に
す
る
つ
な
が
り

も
あ
れ
ば
、
逆
に
元
気
を

奪
っ
て
し
ま
う
つ
な
が
り
も

あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
選
択

可
能
で
離
脱
も
で
き
る
バ
ッ

フ
ァ
ー
部
分
も
含
め
て
豊
か

な
「
場
」
と
い
う
の
を
ど
の

よ
う
に
つ
く
っ
て
い
く
の
か
。

自
分
は
こ
こ
で
役
割
を
果
た

し
た
い
、
こ
こ
で
き
ち
ん
と

自
己
犠
牲
を
払
っ
て
も
認
め

ら
れ
た
い
「
場
」
で
あ
る
こ

と
が
重
要
。
こ
の
よ
う
な
豊

か
な
「
場
」
を
ど
の
よ
う
に

つ
く
っ
て
い
く
の
か
。

官
・
民
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
連
携

に
よ
る
取
組
で
前
述
の
①
②

③
の
条
件
を
満
た
し
て
欲
し

い
。
①
～
③
を
ど
の
よ
う
な

政
策
の
場
面
で
行
っ
て
い
く

か
、
選
択
肢
の
中
か
ら
各
自

治
体
が
選
ぶ
こ
と
で
あ
る
。

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を

進
め
る
上
で
最
初
の
段
階
と

な
る
業
務「
イ
ン
テ
ー
ク
」に

は
、「
窓
口
相
談
型
」「
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
型
」「
プ
ッ
シ
ュ
型
」

な
ど
様
々
な
パ
タ
ー
ン
が
あ

る
が
、「
栄
養
パ
ト
ロ
ー
ル
」

な
ど
、何
ら
か
の
き
っ
か
け
で

気
付
く
「
レ
ー
ダ
ー
感
知
型
」

が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

山
形
市
の
Ａ
Ｉ
を
活
用

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
対
応
な

ど
、
声
を
上
げ
や
す
い
環
境

づ
く
り
が
重
要
で
、「
孤
独・

孤
立
対
策
」
の
看
板
を
掲
げ

ず
に
栄
養
指
導
や
こ
ど
も
関

連
、
地
域
貢
献
な
ど
各
自
治

体
が
直
面
し
て
い
る
多
様
な

問
題
の
施
策
を
活
用
す
る
な

ど
、
相
談
支
援
の
イ
メ
ー
ジ

を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
で
昨
年
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
医
師
が
薬
の
処

方
だ
け
で
な
く
「
元
気
が
出

る
場
」「
つ
な
が
り
」「
絆
」

な
ど
の
処
方
箋
を
出
す
「
社

会
的
処
方
」
は
、
日
本
で
も

日
本
医
師
会
な
ど
も
通
し
て

注
目
さ
れ
て
お
り
、
国
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
始
動
し
て
い

る
。
ま
た
、
身
寄
り
が
な
い

人
へ
の
支
援
と
し
て
身
元
保

証
を
含
め
た
「
あ
ん
し
ん

事
業
」
も
伊
賀
市
、
福
岡
市
、

岡
崎
市
、
横
須
賀
市
な
ど
で

展
開
さ
れ
て
い
る
。

孤
独
・
孤
立
は
住
民
に

と
っ
て
最
も
苦
し
く
、
水
面

下
で
は
苦
し
ん
で
い
る
住
民

が
増
え
て
お
り
、
同
時
に
自

治
体
の
政
策
的
な
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
も
著
し
く
弱
め
る
た

め
、
非
常
に
取
り
組
み
に
く

い
課
題
だ
っ
た
。

「
孤
独・孤
立
対
策
」
は
何

か
特
別
な
こ
と
を
始
め
る
の

で
は
く
、
声
を
受
け
止
め
て

元
気
が
で
る
「
場
」
を
つ
く

り
、
つ
な
げ
る
こ
と
。
こ
れ

ま
で
の
介
護
、
子
育
て
、
住

宅
、
商
業
振
興
、
防
犯
な
ど

を
巡
っ
て
目
指
し
て
き
た
、

そ
の
根
っ
こ
に
あ
る
つ
な
が

り
づ
く
り
を
明
確
に
課
題
化

し
、
評
価
し
て
い
く
こ
と
。

孤
独
・
孤
立
対
策
は
諸
施

策
と
一
体
化
す
る
な
か
で
、

そ
の
重
要
な
成
果
の
一
つ
と

し
て
実
現
さ
れ
る
べ
き
も
の

で
あ
る
。

孤独・孤立対策として孤独・孤立対策として
満たすべき４点満たすべき４点①

声
を
あ
げ
や
す
い

環
境
づ
く
り

■ ■ ■ 

②
包
括
的
な相

談
と
支
援

■ ■ ■ 

③
つ
な
が
る「
場
」づ
く
り

 
 

地
域
づ
く
り

■ ■ ■ 

④
官・民・Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
連
携

に
よ
る
環
境・相
談
支
援

の「
場
」づ
く
り 

■ ■ ■ 

•
•
 •

 •
 •

 •
•
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宮
城
県

桂山奈緒子フローレンス
みらいのつながりはぐくむ

事業部マネージャー

鈴木福祉推進部次長
兼生活福祉課長

LINE でつながる

専門職専門職

⃝傾聴・会話・場合により
有人対応の提案

⃝必要に応じて相談
者のニーズを共有

⃝地域支援を調整

⃝必要に応じて相談者と生
成ＡＩの会話内容を確認

※有資格・相談支援
　実務経験あり

関係機関関係機関
（行政・支援
団体etc...）

生成AI生成AI相談者相談者

⃝

相
談
者
の
希
望
あ
る

い
は
状
況
に
応
じ
て

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
対
応

少
子
高
齢
化
、
核
家
族
化

の
進
行
な
ど
、
社
会
構
造
の

変
化
や
コ
ロ
ナ
禍
が
拍
車
を

か
け
、
地
域・職
場・学
校
で

の
つ
な
が
り
が
希
薄
化
し
、

孤
独
・
孤
立
化
が
顕
著
化
し

つ
つ
あ
る
中
、
山
形
市
で
は

引
き
こ
も
り
状
態
が
深
刻
化

す
る
の
を
予
防
す
る
た
め
、

令
和
４
年
度
に
内
閣
府
の
地

方
版
孤
独
・
孤
立
対
策
官
民

連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
推

進
事
業
に
応
募
し
、「
つ
な

が
り
よ
り
そ
う
山
形
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
始
し
た
。

令
和
4
年
11
月
、
本
市
の

孤
独
・
孤
立
の
実
態
把
握
の

た
め
、
ウ
ェ
ブ
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
た
が
、
孤
独
・
孤

立
を
予
防
す
る
た
め
に
は
▽

安
心
し
て
行
け
る
場
所
▽
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
て
相
談
で
き

る
窓
口
が
必
要
―
と
の
回
答

が
合
わ
せ
て
90
％
と
な
っ
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
受

け
て
、
翌
年
2
月
に
各
種
専

門
機
関
で
構
成
す
る
「
山
形

市
つ
な
が
り
よ
り
そ
う
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
設
置
。

議
論
を
重
ね
た
結
果
、
試
行

事
業
と
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」を

利
用
し
た
相
談
窓
口
「
つ
な

が
り
よ
り
そ
い
チ
ャ
ッ
ト
」

を
試
行
開
設
。
国
の
地
方
版

孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
事
業

の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
令

和
5
年
2
月
16
～
27
日
の
期

間
限
定
で
社
会
福
祉
士
な
ど

の
専
門
職
が
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活

用
し
て
相
談
に
応
じ
た
。

相
談
内
容
の
傾
向
と
し
て

は
、
こ
れ
と
い
っ
た
重
大
な

ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
漠
然
と
し
た

生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
て
い
る

人
か
ら
の
相
談
が
多
く
、
他

の
社
会
資
源
に
つ
な
ぐ
必
要

が
あ
ま
り
な
く
、
と
に
か
く

誰
か
に
話
を
聞
い
て
ほ
し
い

と
の
傾
聴
の
ニ
ー
ズ
を
求
め

る
声
が
多
か
っ
た
。

こ
の
取
組
に
よ
り
、
相
談

者
は
自
分
の
気
持
ち
を
文
字

や
文
章
に
し
て
後
で
見
直
す

こ
と
で
、
自
分
の
悩
み
や
不

安
状
態
を
可
視
化
で
き
、
繰

り
返
し
チ
ャ
ッ
ト
の
や
り
と

り
を
通
じ
て
、
相
談
者

が
前
向
き
に
変
わ
っ

て
い
く
好
事
例
が
い

く
つ
も
生
ま
れ
た
。

ま
た
、
こ
の
結
果
を

受
け
て
「
山
形
市
つ

な
が
り
よ
り
そ
う
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
に
お
い

て
も
つ
な
が
り
、
匿
名
性
の

高
さ
、
既
存
の
相
談
窓
口
で

カ
バ
ー
で
き
な
い
相
談
を
対

象
と
し
て
お
り
、
今
求
め
ら

れ
て
い
る
事
業
と
し
て
位
置

付
け
た
。

こ
の
試
行
事
業
は
、
短
期

間
の
取
組
だ
っ
た
が
、
孤

独
・
孤
立
対
策
と
し
て
一
定

の
成
果
を
上
げ
、
今
後
必
要

と
さ
れ
る
支
援
と
実
証
さ
れ

た
た
め
、
山
形
市
の
事
業
と

し
て
進
め
て
い
く
方
針
を
決

定
し
た
。

国
の
重
点

計
画
で
は
、

切
れ
目
の
な

い
、
24
時
間

対
応
の
多
元

的
な
相
談
支
援
と
あ
り
、
全

国
に
先
駆
け
た
本
格
運
用
に

向
け
て
相
談
員
の
人
員
確
保

の
課
題
が
あ
っ
た
。
こ
の
問

題
を
Ｄ
Ｘ
に
よ
り
解
消
し
、

相
互
の
新
た
な
事
業
展
開
に

向
け
て
情
報
発
信
、
相
談
支

援
等
に
関
す
る
技
術
的
な
助

言
を
得
る
こ
と
を
目
的
に
特

定
非
営
利
活
動
法
人
フ
ロ
ー

レ
ン
ス
な
ど
、各
分
野
の
ト
ッ

プ
ラ
ン
ナ
ー
の
団
体
・
企
業

と
相
談
支
援
に
関
す
る
協
定

を
締
結
し
、
傾
聴
型
生
成
Ａ

Ｉ
と
有
資
格
者
で
あ
る
専
門

職
を
組
み
合
わ
せ
た
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
型
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談「
つ

な
が
り
よ
り
そ
い
チ
ャ
ッ
ト
」

を
立
ち
上
げ
た
。

生
成
Ａ
Ｉ
と
人
の
連
携
モ

デ
ル
は
、
地
域
に
合
わ
せ
て

一
部
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
す
る

こ
と
で
、
比
較
的
容
易
に
横

展
開
が
可
能
。
地
方
や
都
市

部
に
関
係
な
く
、
若
者
や
子

育
て
世
代
の
孤
立
感
を
抱
え

る
人
た
ち
に
対
し
て
有
効
に

活
用
で
き
る
た
め
、
既
に
他

の
自
治
体
や
団
体
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
も
あ
り
、
新
た
な

相
談
体
制
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、希
死
念
慮
、

暴
力
な
ど
緊
急
に
対
応
す
る

必
要
が
あ
る
言
葉
を
判
断
す

る
ロ
ジ
ッ
ク
を
入
れ
て
お

り
、
こ
の
よ
う
な
言
葉
が
発

せ
ら
れ
た
場
合
に
は
フ
ロ
ー

レ
ン
ス
に
通
知
が
届
く
シ
ス

テ
ム
で
、
場
合
に
応
じ
て
専

門
職
員
が
介
入
し
て
い
く
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

今
後
の
展
望
と
し
て
は
、

連
携
協
定
先
の
民
間
技
術

の
知
見
・
提
供
を
受
け
な
が

ら
、
Ａ
Ｉ
技
術
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
、
よ
り
精
度
の
高

い
傾
聴
と
満
足
度
の
高
い
相

談
支
援
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム

へ
と
進
化
さ
せ
て
、
専
門
職

関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を

図
り
、
孤
独
・
孤
立
に
悩
む

利
用
者
一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ

に
的
確
に
応
え
、
山
形
市
が

全
国
自
治
体
の
パ
イ
オ
ニ
ア

と
な
る
よ
う
、
孤
独
・
孤
立

対
策
の
推
進
に
一
層
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
い
る
。

傾聴型生成 AI が傾聴型生成 AI が
24 時間対応24 時間対応

山 形 市 の 概 要

山形県

山形市

新潟県 福島県

宮城県

秋田県

日本海日本海

東北地方の南部、太平洋
と日本海の中央に位置し、仙
台まで車で約１時間の距離。
市内には蔵王温泉、蔵王温
泉スキー場、山形花笠まつ
り、山寺・立石寺、さくらんぼ、
日本一の芋煮会フェスティバ
ル、らーめんなどの魅力的な
観光名所、特産物や郷土料
理がある。面積381.58㎢、人
口239,986人（令和6年10月1
日現在）

社会的な孤独・孤立問題に関する 社会的な孤独・孤立問題に関する 
特別委員会 有識者等との意見交換会特別委員会 有識者等との意見交換会

パネルディスカッション

福祉推進部次長兼生活福祉課長福祉推進部次長兼生活福祉課長
鈴 木 伸 治鈴 木 伸 治  氏氏

「つながりよりそいチャット」
孤独・孤立対策推進事業

https://www.city.yamagata-yamagata.lg.jp/kenkofukushi/fukushi/1013830.html#group1
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柴垣地域包括支援センター 
センター長

名
張
市
で
は
平
成
15
年
に

総
合
計
画
で
「
福
祉
の
理
想

郷
プ
ラ
ン
」
を
掲
げ
、
老
い

も
若
き
も
、
男
性
も
女
性

も
、
障
害
や
難
病
の
有
る
無

し
に
関
わ
ら
ず
、
全
て
の
市

民
の
社
会
参
加
が
か
な
う
互

助
共
生
の
ま
ち
。
い
わ
ゆ

る
「
住
民
が
自
ら
考
え
、
自

ら
行
う
ま
ち
づ
く
り
（
ソ
ー

シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
）」
を

土
台
と
し
た
地
域
共
生
社
会

の
構
築
を
目
指
す
と
の
方
向

性
を
示
し
た
。

そ
し
て
、「
公
共
」
は
地

域
づ
く
り
組
織
等
と
行
政
が

協
働
で
取
り
組
み
、
市
内
の

15
の
行
政
区
に
「
地
域
づ
く

り
組
織
」
を
設
置
し
、
各
行

政
区
に
使
途
自
由
な
「
夢
づ

く
り
地
域
交
付
金
」
を
交
付

し
、
地
域
で
の
課
題
を
住
民

自
身
が
話
し
合
い
、
5
年
、

10
年
先
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き

な
が
ら
取
組
を
進
め
て
い

る
。こ

の
特
徴
的
な
地
域
づ
く

り
組
織
の
取
組
は
▽
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
▽
配
食
サ
ー
ビ
ス

▽
地
域
住
民
同
士
が
生
活
を

有
償
で
支
え
合
う
住
民
主
体

三重県

愛知県

滋賀県

和歌山県

京
都
府

奈
良
県

●

名張市
伊勢湾伊勢湾津市

の
生
活
支
援
▽
移
動
支
援
サ

ポ
ー
ト
▽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

バ
ス
の
運
行
▽
地
域
住
民
に

よ
る
教
育
現
場
で
の
学
習
支

援
―
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

本
市
で
は
、
地
域
共
生
社

会
を
目
指
し
、
人
と
人
、
人

と
地
域
、
人
と
活
動
で
分
野

ま
ち
の
保
健

室
は
、
平
成
16

年
度
に
策
定
し

た
第
一
次
地
域

福
祉
計
画
で
地

域
づ
く
り
組
織

と
一
体
的
に
地

域
福
祉
の
推
進
を
目
的
と
し

て
、
市
内
15
行
政
区
に
あ
る

地
域
づ
く
り
組
織
の
活
動
の

拠
点
に
併
設
し
、
社
会
福
祉

士
、
看
護
師
、
介
護
福
祉
士

な
ど
の
有
資
格
者
（
会
計
年

度
任
用
職
員
）
を
人
口
規
模

に
応
じ
て
1
～
3
名
配
置
し

て
い
る
。

活
動
内
容
は
、
①
健
康
・

福
祉
の
総
合
相
談
②
健
康

づ
く
り
・
介
護
予
防
③
見
守

り
・
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
―
な
ど
地
域
の
身
近
な

窓
口
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
て
お
り
、
そ
の
特
徴
と
し

て
、
①
安
心
し
て
相
談
で
き

る
地
域
の
情
報
拠
点
②
パ
イ

プ
役
と
し
て
の
機
能
③
長
期

的
な
か
か
わ
り
④
地
域
と
の

か
か
わ
り
⑤
専
門
職
ら
し
く

な
い
―
の
５
つ
の
機
能
を
有

し
て
い
る
。

健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防

な
ど
の
取
組
を
通
じ
て
地
域

の
人
と
の
つ
な
が
る
機
会
を

設
け
る
こ
と
も
重
要
な
取
組

と
し
て
積
極
的
に
行
っ
て
い

る
。

ま ち の 保 健 室

最近どぉ～？

を
超
え
た
、
様
々
な
主
体
と

の
つ
な
が
り
を
大
事
に
す
る

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
の

取
組
を
核
と
し
て
、
行
政
が

寄
り
添
い
、
伴
走
型
の
支
援

と
な
る
ま
ち
の
保
健
室
の
取

り
組
み
を
中
心
に
20
年
以
上

前
か
ら
進
め
て
き
た
。

地域の資源を結ぶ 地域の大きな
保健福祉ネットワーク

地区における小さな
支援ネットワーク

向こう三軒両隣の関係

ボランティア
NPO・各種サークル

区・自治会
地域づくり組織

民生委員
児童委員

医療機関
社会福祉法人

まちの保健室
（行政）

社会福祉
協議会

連 携 連 携

連 携

連 携

連 携

連 携

ま
た
、
平
成
27
年
に
は
、

地
域
づ
く
り
組
織
と
ま
ち
の

保
健
室
と
の
連
動
に
よ
り
複

合
的
な
困
り
を
抱
え
る
方
に

①
市
域
②
地
域
づ
く
り
組
織

③
基
礎
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
―

の
い
ず
れ
の
レ
ベ
ル
か
ら
で

も
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
、

重
層
的
な
連
携
・
相
談
支
援

を
循
環
さ
せ
る
こ
と
を
め
ざ

す
、
全
世
代
を
対
象
に
し
た

包
括
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「
名
張
市
地
域
福
祉
教
育
総

合
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を

構
築
し
た
。

市
域
レ
ベ
ル
の
支
援
で

は
、
6
つ
の
分
野
（
高
齢
、

障
害
、
児
童
、
生
活
困
窮
、

保
健
、
教
育
）
に
エ
リ
ア

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
設
置
し
、

多
機
関
協
働
に
よ
る
連
携
体

制
、
分
野
を
超
え
た
つ
な
が

り
を
も
っ
て
支
援
を
行
っ
て

い
る
。

最
近
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
に

お
け
る
医
師
を
通
じ
て
地
域

と
医
療
の
繋
が
り
を
強
化
す

三重県の西部に位置し、昭
和30年代後半から大規模な宅
地開発が進み、交通アクセスの
利便性が高いことから関西方
面のベッドタウンとして急速に
発展し、人口が急増。当時3万
人だった人口は平成12年に8
万5千人に達したが、以後減少
傾向に転じている。また、同世
代が同時期に転入してきた背
景から団塊の世代が急増し、
高齢化率は35％と高く、今後は
全国平均を上回るスピードで
高齢化が進むと見込まれてい
る。面積129.77㎢、人口74,780人

（令和6年4月1日現在）

る
取
組
と
な
る
「
社
会
的
処

方
」
を
導
入
し
、「
医
師
会

等
と
の
情
報
連
携
支
援
」
を

始
動
さ
せ
た
ほ
か
、
地
域

の
世
代
を
超
え
た
交
換
日

記
「
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
ダ
イ
ア

リ
ー
」
も
社
会
的
処
方
を
進

め
る
一
つ
の
方
法
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
。

名
張
市
の
土
台
と
な
る
住

民
自
身
の
活
動
に
よ
る
「
地

域
づ
く
り
組
織
」
と
「
ま
ち

の
保
健
室
」
と
の
連
携
に
よ

る
取
組
が
名
張
市
の
特
徴
で

あ
り
、「
地
域
づ
く
り
組
織
」

の
活
動
を
通
じ
て
、「
我
が

事
」
の
意
識
が
醸
成
さ
れ
、

「
ま
ち
の
保
健
室
」
は
丸
ご

と
一
体
と
し
て
受
け
と
め
て

い
く
。

つ
な
が
り
を
生
み
出
す
土

壌
が
「
地
域
づ
く
り
組
織
」

の
活
動
に
あ
っ
て
、
そ
の
つ

な
が
り
を
促
進
さ
せ
る
要
素

が
「
ま
ち
の
保
健
室
」
の
仕

組
み
に
あ
る
。

名 張 市 の 概 要 社会的な孤独・孤立問題に関する 社会的な孤独・孤立問題に関する 
特別委員会 有識者等との意見交換会特別委員会 有識者等との意見交換会

パネルディスカッション

地域包括支援センター センター長地域包括支援センター センター長
柴 垣 維 乃柴 垣 維 乃  氏氏

つながりのまちづくり
～地域共生社会をめざした名張市の実践～

https://nabari-machiho.com/
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大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動・市

民
活
動
の
啓
発
、普
及
、育
成

を
行
う
た
め
に
全
国
に
先
駆

け
て
１
９
６
５
年
に
市
民
活

動
団
体
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。

同
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
で

は
、２
０
０
９
年
に
「
ボ
ラ

ン
タ
リ
ズ
ム
研
究
所
」
を
開

設
し
、
「
市
民
セ
ク
タ
ー
が

挑
む
、社
会
的
孤
立
の
抑
制・

解
消
へ
の
道
程
」
を
テ
ー

マ
に
社
会
的
孤
立
に
関
わ
っ

て
い
る
団
体
と
こ
の
問
題
に

携
わ
る
研
究
者
で
２
０
１
７

～
２
２
年
に
わ
た
っ
て
16

回
、
研
究
会
を
開
催
し
、
論

文
と
し
て
取
り
ま
と
め
た
。

そ
の
後
、
市
民
セ
ク
タ
ー
が

社
会
的
孤
立
の
抑
制
・
解
消

に
取
り
組
む
た
め
の
7
つ
の

「
提
案
」
と
し
て
取
り
ま
と

め
た
（
左
掲
）。

個
人
に
係
る
課
題
の
背
景

は
、
社
会
的
な
構
造
に
多
く

起
因
し
て
い
る
。
ま
た
、
単

独
で
は
解
決
で
き
ず
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
の
必
要
性

が
高
ま
り
、
中
間
支
援
機
能

が
必
要
な
時
代
だ
が
、
課
題

当
事
者
が
課
題
を
解
決
す
る

主
体
と
し
て
の
関
わ
り
方
を

保
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

認
識
し
て
い
る
。

「
役
所
は
地
域
最
大
の

サ
ー
ビ
ス
産
業
で
す
」
と

謳
う
こ
と
に
よ
り
、市
民
が

サ
ー
ビ
ス
産
業
と
し
て
役
所

の
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
と
、い

ろ
い
ろ
な
意
味
で
煩
雑
な
こ

と
を
生
み
出
し
、①
広
が
る

「
お
客
様
化
」
問
題
②
当
事

者
自
身
に
よ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
経
営

か
ら
「
顧
客
化
」
へ
の
転
換

③
一
部
で
進
む
「
主
体
」
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
当
事
者
は
「
顧
客

早瀬大阪ボランティア
協会理事長

市民セクターが社会孤立の抑制・解消
に取り組むための7つの「提案」

【原則】
⒈「個人として尊重される」権利を大前提に、自立
と相互依存の権利を大切にしよう

⒉当事者性の概念を広げることで、市民参加の
意味を広げ発展させよう

【活動のスタイル】
⒊孤立の構造的要因に目を向け、サービス提供に
とどまらずアドボカシーに取り組もう

⒋権利保障における行政責任の曖昧化を許さ
ないようにしよう

【市民セクターの連携】
⒌効果的で力を発揮できる地域自治組織を、地
域特性に応じて作り、強化しよう

⒍市民活動相互の分野横断的連携・協働ととも
に、地域組織との連携・協働を図ろう。そのた
めの仕組みを作ろう

７．中間支援組織の役割を強化しよう

化
」
―
な
ど
の
問
題
へ
発
展

し
て
い
る
。

市
民
が
役
所
の
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
て
い
る
と
の
認
識
を

持
っ
て
し
ま
う
と
、
問
題
が

起
き
た
時
に
直
接
の
当
事
者

同
士
が
話
し
合
い
を
持
た
ず

に
役
所
に
文
句
を
言
う
構
図

が
で
き
て
し
ま
う
（
図
１
）。

映
画
監
督
の
想
田
和
弘
氏

は
自
著
「
日
本
人
は
民
主
主

義
を
捨
て
た
が
っ
て
い
る
の

か
？
」
の
中
で
、「
民
主
主

義
の
原
点
は
、「
み
ん
な
の

こ
と
は
、
み
ん
な
で
議
論
し

主
張
や
利
害
を
す
り
あ
わ
せ
、

み
ん
な
で
決
め
て
責
任
を
持

と
う
」
で
あ
っ
た
は
ず
」
と

（出典）松原明氏、永田賢介氏の作図を
参考に作成

「主体」はNPO、当事者は「顧客化」
※「ソーシャルビジネス」等で時に見かけるスタイル

NPO
（CEOはヒーロー）

当事者
（顧客・客体化）

支援者
（資源化） 直接の関わり

はない

寄付などで
支援

（申し訳なさ）
感謝

サービス
提供

支援依頼
報告

コミュニティモデル サービスモデル
（共同保育モデル）

保護者 禁止

保育者

保護者

苦
情
と
し
て

上
司
本
部
へ

保育が
監視に

不信感

孤立××

保育者保育者

（出典）西川 正氏の大阪ボランティア協会会員総会記念講演「あそびの生まれる
時」での投影資料から

広がる「お客様化」問題(図1)

当事者自身によるNPO経営から、「顧客化」への転換(図２)

(図3)

「迷惑だ」
「禁止しろ」

禁止の構造分析

住民A

焚き火
不安

けむり

役所

住民同士の顔が見えない。
何をしているのかわからない。

語
っ
て
い
る
。つ
ま
り
、サ
ー

ビ
ス
を
す
る
側
と
受
け
る
側

の
関
係
の
た
め
、
み
ん
な
で

作
っ
て
い
こ
う
と
い
う
関
係

に
な
ら
ず
に
、
孤
立
し
て
い

る
こ
と
に
な
る
（
図
２
）。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
寄
付
を
募
っ
て

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く

こ
と
で
、
当
事
者
が
顧
客
に

な
っ
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
主
体
と

の
構
造
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
（
図
３
）。

ユ
ニ
セ
フ
の
調
査
に
よ
る

と
、
日
本
の
15
歳
の
子
ど
も

の
３
割
が
「
自
分
は
孤
独
と

感
じ
て
い
る
」
と
結
果
が
出

て
い
る
。
世
界
で
突
出
し
て

日
本
の
割
合
が
高
い
が
、「
自

分
が
主
体
で
は
な
い
」
と
の

感
覚
に
起
因
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。

サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る

人
た
ち
を
主
体
に
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
、

市
民
・
当
事
者
を
「
顧

客
」
と
せ
ず
、「
主
体
」

と
な
る
た
め
の
方
策
を

重
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

「
生
き
づ
ら
い
こ
と

を
抱
え
て
い
る
子
ど
も

達
に
居
場
所
を
」
と
言

わ
れ
る
が
、
出
番
が
な
い
と

居
場
所
に
は
な
ら
な
い
。

一
人
ひ
と
り
が「
居
場
所
」

と
「
出
番
」
を
持
ち
、
人
に

役
立
つ
こ
と
を
大
切
に
す
る

社
会
を
構
築
す
る
（
新
し
い

公
共
宣
言
）
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

（出典）松原明氏、永田賢介氏の作図を参考に作成

課題解決の「主体」は当事者、NPOは市民の
参加促進役
※「市民参画・市民主導型NPO」のスタイル

課題当事者
（改革の主体A）

支援者
（改革の主体B）

「参加の機関」
提供

共感・夢の共有「願い」「夢」

応援の依頼
（「願い」の提示
「夢」の提案）

非営利組織
（コーディネーター）

共感し支援 協働して
応援

共
感
関
係
作
り

➡

（出典）「遊びの生まれる場所」西川正氏から

住民B

協働で活動

パネルディスカッション

大阪ボランティア協会理事長大阪ボランティア協会理事長
早 瀬　  昇早 瀬　  昇  氏氏

市民セクターが社会的孤立の
抑制・解消に取り組むための 
７ つの 「提案」

社会的な孤独・孤立問題に関する 社会的な孤独・孤立問題に関する 
特別委員会 有識者等との意見交換会特別委員会 有識者等との意見交換会


